
(57)【要約】
【課題】　Ｎｉめっき鋼板に塗料密着性、耐食性及び溶接性に優れた化学処理被膜を形成
させる方法を提供する。
【解決手段】　３００～２０００ｍｇ／ｍ 2  のＮｉめっきを施した鋼板上を、ＣｒＯ 3  及
びＣｒＯ 3  との質量比で１／５０～１／３００のＨ 2  ＳＯ 4  を含む浴温４５℃未満の処理
浴中で３０Ａ／ｄｍ 2  以上の陰極電解に引き続いてＣｒＯ 3  を含んだ浴温５０℃以上の処
理浴中で浸漬処理を行い、かつ、金属クロム付着量が３０～２００ｍｇ／ｍ 2  、オキサイ
ドクロム付着量が１～１５ｍｇ／ｍ 2  であることを特徴とする耐食性、塗料密着性、溶接
性に優れたＮｉめっき鋼板の化学処理法。陰極電解処理浴中におけるＣｒＯ 3  の濃度が１
００～２５０ｇ／ｌとすること、浸漬処理浴中におけるＣｒＯ 3  の濃度が１０～２００ｇ
／ｌとすることが望ましい。
【選択図】　　　なし　
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
３ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｍ 2  の Ｎ ｉ め っ き を 施 し た 鋼 板 上 を 、 Ｃ ｒ Ｏ 3  及 び Ｃ ｒ Ｏ 3  と の
質 量 比 で １ ／ ５ ０ ～ １ ／ ３ ０ ０ の Ｈ 2  Ｓ Ｏ 4  を 含 む 浴 温 ４ ５ ℃ 未 満 の 処 理 浴 中 で ３ ０ Ａ ／
ｄ ｍ 2  以 上 の 陰 極 電 解 に 引 き 続 い て Ｃ ｒ Ｏ 3  を 含 ん だ 浴 温 ５ ０ ℃ 以 上 の 処 理 浴 中 で 浸 漬 処
理 を 行 い 、 か つ 、 金 属 ク ロ ム 付 着 量 が ３ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｍ 2  、 オ キ サ イ ド ク ロ ム 付 着 量
が １ ～ １ ５ ｍ ｇ ／ ｍ 2  で あ る こ と を 特 徴 と す る 耐 食 性 、 塗 料 密 着 性 、 溶 接 性 に 優 れ た Ｎ ｉ
め っ き 鋼 板 の 化 学 処 理 法 。
【 請 求 項 ２ 】
陰 極 電 解 処 理 浴 中 に お け る Ｃ ｒ Ｏ 3  の 濃 度 が １ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ｇ ／ ｌ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 耐 食 性 、 塗 料 密 着 性 、 溶 接 性 に 優 れ た Ｎ ｉ め っ き 鋼 板 の 化 学 処 理 法 。
【 請 求 項 ３ 】
浸 漬 処 理 浴 中 に お け る Ｃ ｒ Ｏ 3  の 濃 度 が １ ０ ～ ２ ０ ０ ｇ ／ ｌ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ～ ２ に 記 載 の 耐 食 性 、 塗 料 密 着 性 、 溶 接 性 に 優 れ た Ｎ ｉ め っ き 鋼 板 の 化 学 処 理 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｎ ｉ め っ き 鋼 板 に 塗 料 密 着 性 及 び 耐 食 性 及 び 溶 接 性 に 優 れ た 化 学 処 理 被 膜 を
形 成 さ せ る 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 ニ ッ ケ ル め っ き 鋼 板 は 、 缶 詰 、 乾 電 池 な ど 種 々 の 金 属 容 器 用 の 材 料 と し て 広 く 使
用 さ れ て い る が 、 缶 内 外 に 塗 装 を 施 し て 耐 食 性 を 確 保 す る と い う 使 わ れ 方 が 増 加 し て い る
。 こ の 場 合 、 塗 膜 密 着 性 の 良 否 が 耐 食 性 を 左 右 す る 重 要 な 因 子 と な る 。 ニ ッ ケ ル め っ き 鋼
板 の 塗 膜 密 着 性 を 高 め る 方 法 と し て 硫 酸 、 フ ッ 素 化 合 物 な ど を 助 剤 と し て 含 有 す る 無 水 ク
ロ ム 酸 系 処 理 浴 中 で 陰 極 電 解 す る こ と に よ り 、 金 属 ク ロ ム （ 以 後 Ｍ ｅ － Ｃ ｒ と い う ） と 水
和 酸 化 ク ロ ム （ 以 後 Ｏ ｘ － Ｃ ｒ と い う ） か ら な る 被 膜 を 形 成 さ せ る 方 法 や 以 上 の 処 理 後 高
温 洗 浄 す る 方 法 ｛ 特 開 昭 ５ ７ － ３ ５ ６ ９ ７ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） 、 や ｛ 特 開 昭 ５ ７ － ３ ５
６ ９ ８ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） 等 ｝ が 知 ら れ て い る が 、 単 に 無 水 ク ロ ム 酸 系 浴 中 で 陰 極 電 解
処 理 を 行 っ た だ け で は 下 記 の よ う な 問 題 点 が あ る 。 す な わ ち 、 塗 料 密 着 性 向 上 を 得 る の に
必 要 な Ｍ ｅ － Ｃ ｒ 量 を 生 成 さ せ た 場 合 、 同 時 に 生 成 す る Ｏ ｘ － Ｃ ｒ 量 が 多 く な り 過 ぎ る 傾
向 に あ り 、 シ ー ム 溶 接 性 を 損 な う と と も に 、 Ｏ ｘ － Ｃ ｒ 生 成 量 の 不 均 一 に よ る 外 観 ム ラ が
生 じ や す い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ７ － ３ ５ ６ ９ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ５ ７ － ３ ５ ６ ９ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 発 明 者 ら は 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 請 求 項 記 載 の 無 水 ク ロ ム 酸 系 浴 で の 陰 極 電 解 処
理 浴 温 度 を 低 下 す る ほ ど Ｍ ｅ － Ｃ ｒ 、 Ｏ ｘ － Ｃ ｒ の 被 覆 性 は 共 に 良 好 で 、 ま た 、 Ｏ ｘ － Ｃ
ｒ 量 は 増 加 す る も の の 、 こ の と き 生 成 し た Ｏ ｘ － Ｃ ｒ 被 膜 中 上 層 の オ ー ル 型 Ｏ ｘ － Ｃ ｒ は
硫 酸 イ オ ン の 共 析 量 が 多 い た め 溶 解 性 の 高 く 、 電 解 し た 後 高 温 の 無 水 ク ロ ム 酸 浴 に 浸 漬 処
理 す る こ と で 容 易 に 溶 解 す る こ と が で き 、 ま た 、 こ の と き 残 留 し た Ｏ ｘ － Ｃ ｒ は オ キ ソ 化
度 の 高 い 密 着 性 に 優 れ た 被 膜 で あ る こ と を 明 ら か に し た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 所 定 の 浴 組 成 、 低 温 浴 で の 高 電 流 密 度 に よ る 電 解 に よ る Ｍ ｅ － Ｃ ｒ
の 被 覆 性 向 上 及 び 高 温 浴 で の 浸 漬 処 理 に よ り 効 率 的 な Ｏ ｘ － Ｃ ｒ の 低 減 に よ り 、 半 田 性 、
溶 接 性 、 外 観 均 一 性 の 向 上 、 連 続 製 造 ラ イ ン で の 生 産 性 向 上 を 図 り 、 さ ら に 塗 料 密 着 性 に
対 し て も 著 し い 効 果 を も た ら す ニ ッ ケ ル め っ き 鋼 板 の 化 学 処 理 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
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し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 要 旨 は 次 の 通 り で あ る 。
（ １ ） ３ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｍ 2  の Ｎ ｉ め っ き を 施 し た 鋼 板 上 を 、 Ｃ ｒ Ｏ 3  及 び Ｃ ｒ Ｏ

3  と の 質 量 比 で １ ／ ５ ０ ～ １ ／ ３ ０ ０ の Ｈ 2  Ｓ Ｏ 4  を 含 む 浴 温 ４ ５ ℃ 未 満 の 処 理 浴 中 で ３
０ Ａ ／ ｄ ｍ 2  以 上 の 陰 極 電 解 に 引 き 続 い て Ｃ ｒ Ｏ 3  を 含 ん だ 浴 温 ５ ０ ℃ 以 上 の 処 理 浴 中 で
浸 漬 処 理 を 行 い 、 か つ 、 金 属 ク ロ ム 付 着 量 が ３ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｍ 2  、 オ キ サ イ ド ク ロ ム
付 着 量 が １ ～ １ ５ ｍ ｇ ／ ｍ 2  で あ る こ と を 特 徴 と す る 耐 食 性 、 塗 料 密 着 性 、 溶 接 性 に 優 れ
た Ｎ ｉ － Ｃ ｒ め っ き 鋼 板 の 化 学 処 理 法 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 （ ２ ） 陰 極 電 解 処 理 浴 中 に お け る Ｃ ｒ Ｏ 3  の 濃 度 が １ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ｇ ／ ｌ で あ る こ と を
特 徴 と す る 前 記 （ １ ） に 記 載 の 耐 食 性 、 塗 料 密 着 性 、 溶 接 性 に 優 れ た Ｎ ｉ － Ｃ ｒ め っ き 鋼
板 の 化 学 処 理 法 。
（ ３ ） 浸 漬 処 理 浴 中 に お け る Ｃ ｒ Ｏ 3  の 濃 度 が １ ０ ～ ２ ０ ０ ｇ ／ ｌ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 前 記 （ １ ） ～ （ ２ ） に 記 載 の 耐 食 性 、 塗 料 密 着 性 、 溶 接 性 に 優 れ た Ｎ ｉ － Ｃ ｒ め っ き 鋼
板 の 化 学 処 理 法 に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ り 化 学 処 理 さ れ た Ｎ ｉ め っ き 鋼 板 は 、 優 れ た シ ー ム 溶 接 性 、 塗 料 密 着 性 お よ
び 耐 食 性 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
　 Ｎ ｉ め っ き は 、 耐 食 性 と シ ー ム 溶 接 性 確 保 向 上 の た め に 必 要 で あ り 、 鋼 板 表 面 を 十 分 に
被 覆 で き る 付 着 量 は ３ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｍ 2  で あ り 十 分 な 耐 食 性 確 保 の た め に ３ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｍ 2  
以 上 の 付 着 量 が 必 要 で あ る 。 Ｎ ｉ 付 着 量 が 増 加 す る と 共 に 耐 食 性 ・ シ ー ム 溶 接 性 も 向 上 す
る が ２ ０ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｍ 2  を 超 え る と 、 そ の 効 果 も 飽 和 し 不 経 済 で あ る た め 上 限 を ２ ０ ０ ０
ｍ ｇ ／ ｍ 2  と す る 。 Ｎ ｉ め っ き を 施 し た 後 に 、 請 求 項 記 載 の 低 温 無 水 ク ロ ム 酸 系 浴 中 で 陰
極 電 解 処 理 及 び 高 温 無 水 ク ロ ム 酸 系 浴 中 へ の 浸 漬 処 理 に よ り Ｍ ｅ － Ｃ ｒ と Ｏ ｘ － Ｃ ｒ か ら
な る 被 膜 を 形 成 さ せ る が そ の 付 着 量 は そ れ ぞ れ ３ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｍ 2  及 び １ ～ １ ５ ｍ ｇ
／ ｍ 2  （ い づ れ も 片 面 当 た り ） が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 Ｍ ｅ － Ｃ ｒ 付 着 量 が ３ ０ ｍ ｇ ／ ｍ 2  未 満 だ と Ｎ ｉ 上 を 完 全 に 被 覆 す る こ と が で き な い た
め Ｎ ｉ と Ｍ ｅ － Ｃ ｒ で 局 部 電 池 を 形 成 し 耐 食 性 が 悪 化 す る 。 ま た 、 Ｍ ｅ － Ｃ ｒ 付 着 量 の 増
加 と 共 に 耐 食 性 は 向 上 す る が ２ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｍ 2  を 超 え る と 効 果 は 飽 和 し 不 経 済 で あ る た め
上 限 値 を ２ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｍ 2  と す る 。 ま た 、 Ｏ ｘ － Ｃ ｒ 付 着 量 は １ ｍ ｇ ／ ｍ 2  未 満 で は 塗 料
密 着 性 が 悪 化 す る し １ ５ ｍ ｇ ／ ｍ 2  を 超 え る と 表 面 抵 抗 値 が 増 加 す る た め シ ー ム 溶 接 性 が
悪 化 す る 。 よ っ て 、 Ｏ ｘ － Ｃ ｒ 付 着 量 は 下 限 を １ ｍ ｇ ／ ｍ 2  、 上 限 を １ ５ ｍ ｇ ／ ｍ 2  と す
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 の 特 に 重 要 な ポ イ ン ト は ク ロ ム 酸 系 浴 中 で ３ ０ Ａ ／ ｄ ｍ 2  以 上 で 陰 極 電 解 さ せ
る 浴 を 低 温 化 し 、 か つ 高 温 浴 で の 浸 漬 処 理 を 施 す こ と で あ る 。 陰 極 電 解 処 理 浴 の 温 度 低 下
に よ り Ｍ ｅ － Ｃ ｒ の 均 一 被 覆 性 が 向 上 す る 。 ま た 、 Ｏ ｘ － Ｃ ｒ は 上 層 に オ ー ル 型 化 合 物 、
下 層 に オ キ ソ 型 化 合 物 の ２ 層 構 造 を 呈 し て お り 、 電 解 処 理 浴 の 低 温 下 に よ り オ ー ル 型 及 び
オ キ ソ 型 Ｏ ｘ － Ｃ ｒ の 析 出 量 は 増 加 す る が 、 こ の 際 、 上 層 の オ ー ル 型 Ｏ ｘ － Ｃ ｒ 中 へ の 硫
酸 イ オ ン の 共 析 量 が 増 加 し 、 次 の 浸 漬 処 理 工 程 で の オ ー ル 型 Ｏ ｘ － Ｃ ｒ の 溶 解 性 が 増 す こ
と を 明 ら か に し た 。 そ の た め 電 解 処 理 浴 の 浴 温 は ４ ５ ℃ 未 満 が 必 要 で あ る 。 電 解 処 理 浴 温
の 下 限 に つ い て は 特 に 設 け な い が あ ま り 低 す ぎ る と 強 力 な 冷 却 器 の 設 置 が 必 要 と な り 不 経
済 で あ る た め 、 １ ０ ℃ を 下 限 と す る の が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 Ｎ ｉ め っ き 上 に 均 一 な Ｍ ｅ － Ｃ ｒ 被 膜 を 形 成 さ せ る た め に は 、 ３ ０ Ａ ／ ｄ ｍ 2  
以 上 の 電 解 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 電 解 処 理 浴 中 に 含 ま れ る Ｃ ｒ Ｏ 3  濃 度 を １ ０ ０ ｇ ／ ｌ 以
上 に す る の が 望 ま し く 、 あ ま り 高 す ぎ る と Ｏ ｘ － Ｃ ｒ の 生 成 が 不 均 一 に な り 、 塗 料 ・ フ ィ
ル ム 密 着 性 の 低 下 が 生 じ る た め ２ ５ ０ ｇ ／ ｌ を 上 限 と す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 処 理 浴 へ の 硫 酸 添 加 は Ｍ ｅ － Ｃ ｒ の 生 成 に は 不 可 欠 で あ り 、 無 水 ク ロ ム 酸 に 対 す る 質 量
比 （ 以 下 硫 酸 濃 度 比 と い う ） １ ／ ３ ０ ０ ～ １ ／ ５ ０ と す る 必 要 が あ る 。 硫 酸 濃 度 比 は 、 高
す ぎ て も 低 す ぎ て も Ｍ ｅ － Ｃ ｒ 電 析 効 率 が 著 し く 低 下 す る の で 、 硫 酸 濃 度 比 の 下 限 は １ ／
３ ０ ０ 、 上 限 は １ ／ ５ ０ と す る 。
　 な お 、 上 記 処 理 浴 は Ｍ ｅ － Ｃ ｒ 析 出 助 剤 と し て 、 硫 酸 以 外 に ケ イ フ ッ 化 ナ ト リ ウ ム 、 ホ
ウ フ ッ 化 ナ ト リ ウ ム 、 フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム な ど の フ ッ 素 化 合 物 を 含 有 し て も か ま わ な い 。
ま た 、 処 理 浴 中 へ の 三 価 の ク ロ ム イ オ ン の 購 入 量 が ０ ． １ ～ ５ ｇ ／ ｌ で は ク ロ メ ー ト 被 膜
の 均 一 化 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い た め 、 混 入 し て も か ま わ な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 処 理 条 件 で の 陰 極 電 解 処 理 に 引 き 続 い て 、 こ の 陰 極 電 解 処 理 で 過 剰 に 生 成 し た オ ー
ル 型 Ｏ ｘ － Ｃ ｒ 量 の 低 減 及 び 高 オ キ ソ 化 度 の Ｏ ｘ － Ｃ ｒ の 形 成 に よ る 塗 膜 密 着 性 の 向 上 を
目 的 と し た 無 水 ク ロ ム 酸 水 溶 液 浸 漬 処 理 を 行 う 。 オ ー ル 型 Ｏ ｘ － Ｃ ｒ の 溶 解 能 力 は 浴 温 の
上 昇 と 共 に 増 加 し 、 効 率 的 に 溶 解 さ せ る た め に は ５ ０ ℃ 以 上 の 浴 温 が 必 要 で あ る 。 浴 温 の
上 限 は 特 に 規 定 し な い が 、 あ ま り 高 温 に す る と 浴 の ヒ ュ ー ム 回 収 が 大 が か り と な り 不 経 済
で あ る た め 、 ８ ０ ℃ を 上 限 と す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 無 水 ク ロ ム 酸 濃 度 が １ ０ ｇ ／ ｌ 未 満 で は オ ー ル 型 Ｏ ｘ － Ｃ ｒ を 溶 解 す る 能 力 が 著
し く 低 下 す る た め 、 こ れ 以 上 の 濃 度 が 望 ま し く 、 ２ ０ ０ ｇ ／ ｌ 超 の 高 濃 度 と す る と エ ッ チ
ン グ 作 用 が 強 す ぎ て オ キ ソ 型 Ｏ ｘ － Ｃ ｒ も 溶 解 さ れ る た め 塗 料 密 着 性 、 耐 食 性 の 低 下 に つ
な が る こ と が あ る 。 そ こ で 無 水 ク ロ ム 酸 濃 度 の 上 限 を ２ ０ ０ ｇ ／ ｌ と す る の が 望 ま し い 。
好 ま し く は ５ ０ ｇ ／ ｌ 以 下 と す る の が 望 ま し い 。
　 な お 、 上 記 処 理 浴 中 に は 無 水 ク ロ ム 酸 以 外 に 三 価 の ク ロ ム 酸 イ オ ン 、 硫 酸 、 ケ イ フ ッ 化
ナ ト リ ウ ム 、 ホ ウ フ ッ 化 ナ ト リ ウ ム 、 フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム な ど の フ ッ 素 化 合 物 等 を 含 有 し
て も か ま わ な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 冷 間 圧 延 、 焼 鈍 及 び 調 質 圧 延 を 施 し た 鋼 板 に 、 脱 脂 ・ 酸 洗 し た の ち Ｎ ｉ め っ き を 施 し た
素 材 に 化 学 処 理 を 施 し 、 外 観 均 一 性 、 シ ー ム 溶 接 性 、 塗 膜 密 着 性 、 耐 食 性 へ の 影 響 を 調 べ
た 。
　 各 処 理 材 に つ い て 、 以 下 に 示 す （ Ａ ） ～ （ Ｄ ） の 各 項 目 に つ い て 実 施 し 、 そ の 性 能 を 評
価 し た 。
（ Ａ ） 外 観 均 一 性
　 目 視 に よ り 下 記 の 通 り 評 価 し た 。
　 　 　 ○ ： 色 調 ム ラ 無 し
　 　 　 × ： 色 調 ム ラ 有 り
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ Ｂ ） シ ー ム 溶 接 性
　 ラ ッ プ 代 ０ ． ５ ｍ ｍ ， 加 圧 力 ４ ５ ｋ ｇ ｆ 、 溶 接 ワ イ ヤ ー ス ピ ー ド １ ０ ０ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ の 条
件 で 、 電 流 を 変 更 し て 溶 接 を 実 施 し 十 分 な 溶 接 強 度 が 得 ら れ る 最 小 電 流 値 と チ リ な ど の 溶
接 欠 陥 が 目 立 ち 始 め る 最 大 電 流 値 か ら な る 適 正 電 流 範 囲 の 広 さ か ら 総 合 的 に 判 断 し 、 ３ 段
階 、 （ ◎ ： 非 常 に 広 い 、 ○ ： 実 用 上 問 題 な し 、 × ： 狭 い ） で 評 価 し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ Ｃ ） 塗 料 密 着 性

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-290532 A 2005.10.20



　 試 験 片 の 缶 内 面 側 に 相 当 す る 面 に エ ポ キ シ フ ェ ノ ー ル 系 の 塗 料 を ５ ５ ｍ ｇ ／ ｄ ｍ 2  塗 布
し 、 さ ら に 缶 外 面 に 相 当 す る 面 に ク リ ヤ ー ラ ッ カ ー を ４ ０ ｍ ｇ ／ ｄ ｍ 2  塗 布 し 、 ２ ９ ０ ℃
ま で １ ５ ｓ ｅ ｃ の 焼 き 付 け 条 件 で 乾 燥 硬 化 し た 。 引 き 続 き 、 各 々 の 面 に １ ｍ ｍ 間 隔 で ス ク
ラ ッ チ を 入 れ 、 １ ０ ０ 個 の 碁 盤 目 を 作 製 し 、 速 や か に テ ー プ 剥 離 し 、 そ の 剥 離 状 況 を 観 察
し 、 ３ 段 階 、 （ ◎ ： 剥 離 無 し 、 ○ ： １ ～ ４ 個 剥 離 、 × ： ５ 個 以 上 剥 離 ） で 塗 料 密 着 性 を 評
価 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ Ｄ ） Ｕ Ｃ Ｃ （ ア ン ダ ー カ ッ テ ィ ン グ コ ロ ー ジ ョ ン ） 評 価 テ ス ト
　 試 験 片 の 缶 内 面 に 相 当 す る 面 の 耐 食 性 を 評 価 す る た め 、 缶 内 面 側 に 相 当 す る 面 に 厚 さ １
５ μ ｍ の Ｐ Ｅ Ｔ （ ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト ） 系 フ ィ ル ム を ラ ミ ネ ー ト し た 。 そ の 後 地
鉄 に 達 す る ま で ク ロ ス カ ッ ト を 入 れ 、 １ ． ５ ％ ク エ ン 酸 － １ ． ５ ％ 食 塩 混 合 液 か ら な る 試
験 液 中 に 大 気 開 放 下 ５ ５ ℃ × ４ 日 間 浸 漬 し た 。 試 験 終 了 後 、 速 や か に ス ク ラ ッ チ 部 お よ び
平 面 部 を テ ー プ で 剥 離 し て 、 ス ク ラ ッ チ 部 近 傍 の 腐 食 状 況 、 ス ク ラ ッ チ 部 の ピ ッ テ ィ ン グ
状 況 お よ び 平 面 部 の フ ィ ル ム 剥 離 状 況 を ３ 段 階 、 （ ◎ ： 剥 離 が 無 く 腐 食 も 認 め ら れ な い 、
○ ： 僅 か な 剥 離 が あ る が 腐 食 は 認 め ら れ な い 、 × ： 大 部 分 で 剥 離 し 激 し い 腐 食 が 認 め ら れ
る ） で 総 合 的 に 評 価 し た 。
　 表 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 に よ り 化 学 処 理 さ れ た Ｎ ｉ め っ き 鋼 板 は 、 優 れ た シ ー ム 溶 接
性 、 塗 料 密 着 性 お よ び 耐 食 性 を 有 す る こ と が 明 ら か に な っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 表 １ 】
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